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■長良川の洪水防御計画
• 長良川流域は、上流にダム建設の適地が少ないため、河道の受け持つ流量が大きい。長良川流域は、上流にダム建設の適地が少ないため、河道の受け持つ流量が大きい。
• このため、平成19年11月に策定された木曽川水系河川整備基本方針では、基本高水のピーク流量
毎秒8,900m3/sに対し、遊水地等により毎秒600m3/sを調節し、河道で毎秒8,300m3/sを安全に流下さ
せる計画となっている。る計画 な る。

• 長良川の沿川には人口、資産が集積しており、堤防嵩上げや引堤することは現実的ではないため、
洪水を安全に流下させるためのしゅんせつにより必要な河川の断面積を確保することとし、この大規
模なしゅんせつによる塩水の侵入を防止するため、長良川河口堰を設置した。

長良川の断面積を増大させる方法長良川の断面積を増大させる方法

●堤防嵩上げ

既存の堤防を より高くすることにより

堤防嵩上げ

橋梁の架け替え

既存の堤防を、より高くすることにより、
河川の断面積を増大させる方法。

高い水位で洪水を流すことになるため、
万一破堤したときの被害が大きい。また、
新幹線等の橋梁架替が必要。

●引 堤

堤防を移動して川幅を広げることにより、
河川の断面積を増大させる方法。

川沿いの貴重な土地や多くの家屋移転

引 堤

堤防に沿って家が建ち並ぶ

貴 多 転
が必要。

●しゅんせつ

河床を掘り下げて河川の断面積を増大
させる方法

しゅんせつ 治水の原則は、洪水時の河
川の水位を下げて洪水を安
全 流すさせる方法。

洪水による被害リスクを高めることが無
く、新たな用地買収等を伴わないことか
ら、長良川では最も優れた方法。

全に流すこと。

海からの塩水侵入防止のため、潮止め堰（長良川河口堰）が必要 8


